




















からの研究への出発ということがいえる。「巨人の肩に立つ」（Standing on the 
shoulders of Giants）や「温故知新」（Developing New Ideas based on Study of 
The Past Literature）という事かもしれない。逆に、文献調査して、化学文献
等の古い文献で、自分が研究しようとしたことが、既に検討され、完結してい















































　先人論文 1例目として ｢S. Kurooka , S. Okamoto, M. Hashimoto, A novel and 







































































て「M．Yamada，T．Fujta，New procedure for the measurement of pancreatic 















　この問題には次の文献（G Renard, J Grimaud, El Zant, M APina, J Graille. An 
improved method for the colorimetric assy of lipase activity using an optically 
clear medium. Lipids, 1987;22:539-541）に出会い解決された。この文献のポイ






























































































  　　　　   基質               　　　 酵素　　　　　　　　　分解物



















善できた。この測定法は特許（国際特許特願 61-007742）と論文（ M.Yamada 
山　田　孫　平12
etal., Benzoylthiocholine derivatives as substrates for pseudo-cholinesterase : 




い基質（シクロへキシルチオコリン）も合成し論文（M.Yamada etal., New thio 





















































































この文献（先人論文３例目）は J Larner,　J W Craig. Urinary myo-inositol-to-
chiro-inostol ratios and insulin resistance. Diabetes Care, 1996;19:76-78.である。
この文献には GC-MS装置を使いイノシトールの異性体であるミオ（myo）タ
イプとカイロ（chiro）タイプを測定すると、2型糖尿病患者（NIDDM；none 
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により非阻害イノソースとチオ NADHに変換し、更に補酵素 NADHと IDH
で非阻害イノシトールに変換させ、繰り返し酵素サイクリングを用いてチオ
NADHの色の変化の増加量から非阻害イノシトール量を測定する。
　カイロイノシトール量（ミオイノシトール抗体では非阻害イノシトール量に
なる）は総イノシトールと非阻害イノシトール量（カイロイノシトール抗体）
の差から求めることが出来る。
③カイロイノシトール測定の原理の解説
［先人論文の課題］
　最初の先行文献ではカイロイノシトールの測定は GC－MSといった高額な
装置を用い測定されている。
　課題は高額な装置を使用しない方法が望まれていた。
　次の文献内容はイノシトールデヒドロゲナーゼを用いる方法でイノシトール
を測定されていた。これではイノシトールの異性体（カイロとミオタイプの 2
種類が主異性体）が分別測定できない。
［新たな測定方法への模索］
　異性体を分別測定するためにイノシトールの抗体を用いる方法を考案した。
　上記記載のカイロイノシトール測定の原理のとおり、一方のイノシトールに
対する抗体を反応させ、抗体が結合したイノシトールに対してイノシトールデ
ヒドロゲナーゼ酵素が働かないようにし、抗体が結合していないイノシトール
山　田　孫　平20
を測定する方法である。抗体と反応させないイノシトールを総イノシトール量
として、抗体がある場合のイノシトール量とし、その差からカイロイノシトー
ルを測定する。最終的にはカイロイノシトールとミオイノシトール（あるいは
総イノシトール）の比を測定することにより、2型糖尿病の診断に適用する。
比を測定することにより、測定の時間変動が少なく、尿検体の扱いでは、長時
間の変化を見る蓄尿でなく短時間の変動を見る部分尿での可能性も期待でき
る。
　現在、ミオイノシトール測定法が保険点数を取得して市販されているが、異
性体の関係が反映できておらず 2型糖尿病の診断が十分といえないと考えら
れ、今後の開発に期待したい。
４．あとがき
　先人の論文を元に新たに発掘し得られた研究に関して３点の内容を紹介させ
ていただいた。まったくの初めから研究をスタートすることはまず無いと思わ
れるので、論文との出会いからの研究がとても重要と考える。入念な検索ある
いは偶発的に論文と出会うことにより、何かを感じ取って次へのステップの鍵
になることは間違いないと思われる。出会いもラッキーな場合とそうでない場
合もあるが、いずれも何らかの結論に結びつけることが出来る。そのため、ド
ラスティクな結果が出せるよう期待しながら、研究を進めて行きたい。論文に
出会うには多くの検索と思考を惜しむなかれである。また、多くの違った側面
から研究を進めるのも忘れてはならないと考える。今回、ご紹介した先行論文
との出会いから研究の進め方・考え方について参考にしていただければ望外の
喜びである。
（奈良県立医科大学非常勤講師・博士研究員・化学教室）　　
